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令
和
令
和
33
年
度
年
度
　　
決
算
を
認
定

決
算
を
認
定

健
全
財
政
維
持
も
財
政
状
況
は
硬
直
化
へ

健
全
財
政
維
持
も
財
政
状
況
は
硬
直
化
へ

　

定
例
会
初
日
、
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
審

査
に
つ
い
て
、
議
員
10
名
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
日
よ
り
２
日
間
に
わ
た
り

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
本
会
議
に
お
い
て
認
定
い

た
し
ま
し
た
。

（単位：千円）

（単位：千円）

一般会計・特別会計歳入総額一般会計・特別会計歳入総額
５９億５,３１６万９,９６２円
（前年度比　5億5,396万7,898円減）

一般会計歳入　44億1,911万9,021円

一般会計・特別会計歳出総額一般会計・特別会計歳出総額
５６億９,８６２万４,７０６円
（前年度比　5億4,176万4,536円減）

一般会計歳出　41億9,704万3,003円

その他依存財源
161,640

町税
417,465

その他
自主財源
418,973

地方交付税
2,212,049

国庫支出金
393,909

県支出金
241,883 町債

573,200

○その他自主財源…分担金及び負担金、財産収入、使用料及び手数料、寄附金、繰入金、
繰越金、諸収入

○その他依存財源…地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、地方特例交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金、交通安全対策特別交付金、
環境性能割交付金、法人事業税交付金

公債費
578,927

議会費 55,903

総務費
767,783

民生費
659,510

衛生費 310,022

農林
水産業費
370,888

商工費
239,400

消防費
155,287

土木費
572,290

教育費
420,404 

災害復旧費
66,629

決 算 認 定
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決 算 認 定

令和３年度決算　一般会計歳出決算の目的別内訳

○消費的経費（人件費、物件費、維持補修費、扶助費、補助費等）
　２１億１,２３１万円　　（５０.３％）　　前年度比較　１億８,４８７万１千円の減

○投資的経費（普通建設事業費、災害復旧事業費等）　
　　９億８,９４１万８千円（２３.６％）　　前年度比較　５億５０７万円の減

○その他（公債費、積立金、貸付金等、繰出金）
　１０億９,５３１万５千円（２６.１％）　　前年度比較　１億５,５１６万１千円の増

１０年間の町税・地方交付税額の変遷

町

　税

　軸

人
件
費

令和２年度 令和３年度

716,399 

物
件
費

537,693 

維
持
補
修
費

194,522 

扶
助
費

補
助
費
等

196,386 

普
通
建
設

事
業
費

467,310 

災
害
復
旧

事
業
費

公
債
費

66,629 

積
立
金

578,927 

63,649 

貸
付
金
等

46,000 

繰
出
金

406,739 

922,789 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

（単位：千円）

300,000

400,000

500,000

100,000

1,100,000

2,100,000

地
方
交
付
税
軸

（単位：千円） 

地方交付税 町税

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度



44

財政健全化判断比率

決算審査講評より

実質赤字
比　　率
①

連結実質
赤字比率
②

実質公債費
比　　　率
③

将来負担
比　　率
④

資金不足
比　　率
⑤

令和３年度 ― ― ４.９％ ― ―
令和２年度 ― ― ４.７％ ― ―
健 全 化
判 断 基 準 １５.０％ ２０.０％ ２５.０％ ３５０.０％ ２０.０％

備　　考 ①・②は、黒字であり数値がないため、④・⑤は負担及び不足が
ないため「―」で表示。

○実質公債費率　４.９％

○赤字額なし

○将来負担及び資金不足なし

経常収支比率とは？経常収支比率とは？
地方税、地方交付税等の一
般財源（使途が特定されて
いない収入）が、人件費や
公債費（自治体の借金の返
済）等、縮減が難しい経費

にどの程度費やされているかを示す
指標。
数値が高いほど自治体の裁量で使
えるお金の割合が少なく、財政が硬
直化しているといわれる。

決算統計や財政健全化判断比率を見ますと、実質公債費比率で４.９％、将来負担比率もマイナス表示
となっており、将来に負担を残す財政運営では無いと判断されますが、経常的な収入で経常的な経費をま
かなう経常収支比率は８０.５％となっており、前年度の８２.３％から減少しています。その標準的な指
標が７５％であることなどから財政状況は硬直化へ向かっているところです。地方交付税も令和２年度に
おいては２０億２,３９６万８千円であったものが、令和３年度においては２２億１,２０４万９千円と１
億８,８０８万１千円の増となりました。自主財源と依存財源の比率では令和２年度自主財源１９.２％で
あったものが令和３年度においては１８.９％となっています。今後とも国、県の補助金や交付税措置さ
れる有利な地方債を活用し、町の振興を図ってください。町民が健康で幸せに暮らせるまちづくりのため、
職員一丸となってご尽力くださいますようお願いしまして、令和３年度の決算審査講評といたします。

柳津町監査委員　

（単位：％）
経常収支比率は微減の80.5％

（適正水準70～80％）

70.0
72.0
74.0
76.0
78.0
80.0
82.0
84.0

令和3年令和2年令和元年平成30年平成29年平成28年

80.5
82.5

81.2
80.079.9

78.5

令和３年度の財政は健全 と判断（健全化判断基準の範囲内）

決 算 認 定

【用語の解説】
①実質赤字比率………一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率
②連結実質赤字比率…全会計を対象とした実質赤字額または資金の不足額の標準財政規模に対する比率
③実質公債費比率……�一般会計等が負担する元利金償還金及び準元利金償還金の標準財政規模に対する

比率
④将来負担比率………�一般会計等が将来負担すべき地方債現在高や退職手当支給予定額等の実質的な負

債の標準財政規模に対する比率
標準財政規模とは
自治体の一般財源の標準的な大きさを示す指標。地方税や地方交付税など、自治体が自由に使える財源
の合計
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決算特別委員会

決算特別委員会 質疑
（質疑の内容を一部抜粋して紹介します）

支所地区公共施設再編事業が進み、取り壊さ
れた公共施設の跡地利用等をどのように考えて
いるのか。

跡地の利活用については、現在、明確なビジ
ョンはない。旧西山中学校体育館の跡地につい
ては、西山保育所の園庭を整備する予定となっ
ている。それ以外については、今後、検討して
いく必要がある。

支所地区の公共施設跡地についてQ

利活用について今後検討していくA

ミライツナガル会議の取り組み、成果は？

事業提案に向け調査研究をしている。今後は
実践的な経営手法等についても議論し、事業の
掘り起こしや実働的な活動を実践していきたい。
※ミライツナガル会議とは
　町内の５0歳以下の方で構成された１０名の委員に
よる町づくりのための協議・提案を行う会議

ミライツナガル会議について Q

提案内容を事業に取り入れていき
たい A

補助金の実績がなかった要因、また、補助金
内容の充実への検討は？

人口減少、高齢化に合わせ、コロナ感染の時
期と重なり、起業する意欲が低下している。さ
らに使い易い内容にしてＰＲを図っていきたい。

起業者支援事業補助金についてQ

補助制度の改善を進め周知を図っ
ていくA

大峯林道沿いの水道配水池があるが、大峯林
道の草刈りと合わせて早く実施できないか。

水道施設の水源、配水池は多数ある。草刈り
は計画的に実施している。水道施設は衛生的に
管理していくことも大切である。今後も適切な
施設管理に努めていく。

水道配水池の草刈りについてQ

今後も施設管理に努めていくA

今後、児童の数がかなり減少していくと思わ
れるが、職員の配置などはどうなるの？

入所している児童の数が今後、かなり減少し
ていくと予想されるが、見守りが必要な児童は
多く、ある程度の職員数は必要と思われる。

児童減少による保育所の体制は？Q

入所児の状況を見て対応していくA

タニタ健康プログラム事業は令和４年度でサ
ポート事業の補助が終了するが、今後の先進的
な健康づくり事業はどうなるのか。

令和４年度までの県補助事業を財源に事業を
実施してきたが、利用者は年々増え、歩いたり、
健康を意識して運動する習慣づけを奨めること
ができた。来年度以降も継続
していきたいが、一部費用の
個人負担化や公民館事業との
タイアップなどを検討してい
きたい。

タニタ健康プログラムについてQ

運用方法を検討して継続していき
たいA

銀山煙突委託調査の経過と今後はどうなる？

国の登録有形文化
財の指定を受けるた
めに、学術的資料の
確保が必要である。
併せて、利活用計画
や保存に対する地域
意識などが求められ
る。
今後は、県、国と
いった登録に向けた
段階を踏んだ取り組
み、また、学術的資
料の調査等を継続し
て行っていく。

銀山煙突の保存活用の今後は？Q

学術的資料の調査等を継続A
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議 案 審 議

こんなことを決めました　―審議一覧―
【９月定例会議案】
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議の結果

第５９号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第１２号 令和４年度一般会計補正予算） 原案承認

第６０号 令和３年度柳津町歳入歳出決算認定について 原案認定

第６１号 令和４年度柳津町一般会計補正予算 原案可決

第６２号 令和４年度柳津町土地取得事業特別会計補正予算 原案可決

第６３号 令和４年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算 原案可決

第６４号 令和４年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算 原案可決

第６５号 令和４年度柳津町介護保険特別会計補正予算 原案可決

第６６号 令和４年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決

第６７号 令和４年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決

第６８号 令和４年度柳津町下水道事業特別会計補正予算 原案可決

第６９号 令和４年度柳津町簡易排水事業特別会計補正予算 原案可決

第７０号 令和４年度柳津町林業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決

第７１号 教育長の任命同意について 原案同意

第７２号 教育委員会委員の任命同意について 原案同意

報告第７号 専決処分の報告について
（専決第１３号 損害賠償の額の決定及び和解について） −

報告第８号 一般財団法人やないづ振興公社経営状況報告について −

報告第９号 地方公共団体の財政の健全化に関する比率の報告について −

【追加議案】
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議の結果

第７３号 令和４年度柳津町一般会計補正予算 原案可決

議員提出
議案第４号

只見線が地域に活力を与えるような列車運行をめざし、ＪＲ東日本により
良いダイヤ改正を求める意見書の提出について 原案可決
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議 案 審 議

９月定例会審議議案　－主な議案－

令和４年第３回９月定例会が、９月７日から１４日までの８日間の会期で行われまし
た。今回の定例会では、令和３年度歳入歳出決算認定や令和４年度補正予算、人事など
１６議案が審議され、原案どおり決定したほか、３件の報告が行われました。

●９月定例会補正予算
9月補正後 補正額

一 般 会 計
（追加補正含む） 43億2,710万4千円 2億1,523万7千円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 88万円 50万円

国
保
事業勘定 4億8,351万1千円 79万3千円

施設勘定 6,471万1千円 236万8千円

後 期 高 齢 5,499万8千円 ▲136万3千円

介 護 保 険 5億9,483万4千円 595万9千円

簡 易 水 道 2億3,965万1千円 265万1千円

町営スキー場 400万円 −

農業集落排水 9,907万1千円 −

下 水 道 8,720万6千円 10万6千円

簡 易 排 水 513万1千円 ▲3万4千円

林業集落排水 514万5千円 −

合　　計 59億6,624万2千円 2億2,621万7千円

〇令和４年度柳津町一般会計補正予算（専決）の承認
コロナ禍等による減収や原油価格高騰による物価等の高騰に対し、５月に閣議決定された国の緊急
支援対策に対応するため、緊急性の高いものとして７月に専決した補正予算を承認。歳入歳出それぞ
れ４０,１１９千円を追加し、総額４,１５１,９８６千円となった。
　《主な内容》　・物価高騰対応生活困窮世帯給付金の給付� ３,０００千円

・水稲経営安定化事業交付金の増額� １５,０００千円
・やないづ福満商品券補助金の増額� １２,６００千円
・観光ＰＲ及び観光設備備品購入費� １,８９１千円
・スクールバス購入費� ４,８００千円

〇令和４年度柳津町一般会計補正予算の承認
オミクロン株対応ワクチン接種費用、町道等の維持修繕に関する予算の増額等の補正予算を承認。
歳入歳出それぞれ１７５,１１８千円を追加し、総額４,３２７,１０４千円となった。
　《主な内容》　・新型コロナウイルス予防接種委託料の増額� ６,３７６千円

・中小企業振興資金原資の増額� １０,０００千円
・道路維持（修繕）等費用の増額� ２２,５４７千円
・四ッ谷土砂災害復旧工事費用の増額� ７,０００千円

〇教育長の任命同意
神田順一氏が令和４年９月３０日をも
って任期満了になることに伴い、同氏を
再任することに同意。

〇教育委員会委員の任命同意
天野百合子氏が令和４年９月３０日を
もって任期満了になることに伴い、同氏
を再任することに同意。

〇請願１件を採択
・件名　�只見線が地域に活力を与えるよ

うな列車運行をめざし、ＪＲ東
日本により良いダイヤ改正を求
める意見書の提出について

・請 願 者　会津坂下町　山内 幸裕
・紹介議員　岩渕 清幸
・審査結果　採択
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一 般 質 問

○第２期柳津町まち・ひと・しごと
創生総合戦略について

Q
柳
津
町
は
、
昭
和
55
年
か

ら
人
口
減
少
傾
向
で
あ
り
、

特
に
近
年
は
減
少
率
が
増
加
し
て

い
る
。
段
階
の
分
類
の
指
標
で
は

３
段
階
中
第
２
段
階
へ
突
入
し
て

お
り
、「
人
口
減
少
が
地
域
経
済

の
縮
小
を
呼
び
地
域
経
済
の
縮
小

が
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
」
と

い
う
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る

リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
人
口
減
少
対

策
と
地
域
活
性
化
に
重
点
を
置
い

た
施
策
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
総
人
口
が
３
千

人
を
切
り
そ
う
な
現
状
を
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
、
次
の
点

に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

①�

人
口
減
少
の
要
因
と
減
少
対
策

の
在
り
方
に
つ
い
て
。

②�

定
住
、
移
住
の
推
進
の
進
捗
状

況
と
今
後
に
つ
い
て
。

A
（
町
長
） 

①
人
口
減
少
の

要
因
と
し
て
、
転
出
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
大
半

が
仕
事
の
都
合
と
結
婚
、
進
学
等

で
あ
り
、
全
体
の
７
割
を
占
め
て

い
た
。
人
口
減
少
対
策
と
し
て
は
、

２
０
３
０
年
に
２
，
７
０
０
人
を

維
持
す
る
た
め
、
第
２
期
柳
津
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略

と
第
６
次
柳
津
町
振
興
計
画
を
策

定
し
、
各
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

②
住
宅
の
新
築
補
助
や
保
育
料
・

給
食
費
の
無
料
化
、
教
育
環
境
の

充
実
等
の
施
策
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
新
た
な
分
譲
地
の
整
備

や
住
み
や
す
く
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
、
情
報

発
信
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
等
を
活
用
し
、

交
流
人
口
の
増
加
か
ら
移
住
に
つ

な
げ
た
い
。

Q
今
ま
で
の
人
口
減
少
ま
た

は
移
住
定
住
に
対
す
る
施

策
の
効
果
は
薄
か
っ
た
と
判
断
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
新
た
な
施
策
、

効
果
的
な
施
策
が
あ
る
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
即
効
性
の
あ
る

施
策
と
し
て
は
、
移
住
、

定
住
、
交
流
の
推
進
に
な
る
が
、

特
に
定
住
に
つ
い
て
は
、
少
し
角

度
を
変
え
て
考
え
て
い
き
た
い
。

愛
情
か
け
て
育
て
た
子
ど
も
た
ち

が
進
学
や
就
職
で
都
会
に
出
て
戻

ら
な
い
。
柳
津
に
帰
っ
て
暮
ら
し

た
い
と
思
う
教
育
が
で
き
な
い
か

を
保
護
者
の
方
々
と
話
す
機
会
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
新
し
い
事
業
に
生
か

す
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
２
０
２
０
年
度
の
転
出
先

ベ
ス
ト
７
で
若
松
・
喜
多

方
市
は
仕
事
等
が
理
由
と
考
え
ら

れ
る
が
、
隣
の
会
津
坂
下
町
に
も

転
出
し
て
い
る
。
本
当
に
転
出
理

由
が
通
勤
通
学
だ
け
な
の
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
通

勤
通
学
以
外
に
も
、
医
療

機
関
が
近
く
に
な
い
、
買
い
物
が

不
便
、
交
通
の
便
が
悪
い
と
い
う

３
つ
が
占
め
て
い
る
。
日
常
生
活

の
上
で
よ
り
便
利
な
と
こ
ろ
に
転

出
し
た
い
方
が
多
い
。

Q
町
の
減
少
率
は
数
年
後
に

は
15
％
を
超
え
、
人
口
総

数
は
町
の
推
計
よ
り
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
減
少
し
そ
う
だ
が
、
２
０
３

０
年
に
２
，
７
０
０
人
の
人
口
を

維
持
す
る
と
い
う
町
長
の
強
い
意

思
表
明
を
お
願
い
し
た
い
。

A
（
町
長
）
人
口
増
加
が
善

で
、
減
少
が
悪
で
あ
る
か

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
が
、
必
ず

し
も
そ
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

逆
に
ス
マ
ー
ト
に
縮
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
２
０
３
０
年

に
２
，
７
０
０
人
維
持
の
目
標
を

設
定
し
て
お
り
、
目
標
に
向
け
て

の
努
力
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

人
口
維
持
だ
け
の
た
め
に
、
多
く

の
お
金
を
投
入
し
た
り
、
多
く
の

時
間
を
費
や
し
た
り
す
る
つ
も
り

は
な
い
。
今
、
住
ん
で
い
る
町
民

が
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
町
を
つ
く
る
こ
と
が
、
今
後

の
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

Q
新
た
な
分
譲
地
の
整
備
を

す
る
こ
と
は
一
定
の
効
果

が
あ
る
と
思
う
が
、
格
安
な
賃
貸

ア
パ
ー
ト
の
誘
致
や
柳
ヶ
丘
団
地

周
辺
の
再
開
発
を
し
、
一
戸
建
て

の
建
て
売
り
を
販
売
す
る
な
ど
、

町
主
導
で
、
民
間
と
協
働
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
考

え
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
可
能
な

の
か
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
公
営
住
宅

等
に
は
５
つ
の
団
地
と
戸

建
て
の
住
宅
、
若
者
定
住
促
進
住

宅
と
後
継
者
独
身
住
宅
が
あ
る
。

若
者
定
住
促
進
住
宅
、
後
継
者
独

身
住
宅
の
新
築
は
町
外
へ
の
転
出

を
抑
え
、
転
入
増
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
当
面
の
間
、
大
規
模
な
公

営
住
宅
の
新
規
建
設
は
計
画
さ
れ

て
い
な
い
が
、
今
の
施
設
を
大
切

に
維
持
管
理
に
努
め
、
入
居
者
促

進
に
取
り
組
む
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
現

在
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
を

活
用
し
て
、
住
宅
の
紹
介
等
を
行

っ
て
い
る
。
一
戸
建
て
の
住
宅
を

町
が
整
備
し
て
販
売
す
る
に
は
、

高
い
リ
ス
ク
を
生
じ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
た
め
民
間
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

１番　磯目泰彦議員
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一 般 質 問

○ＪＲ只見線の全線開通と
今後の課題について

Q
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
全
線
開
通

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

次
の
４
点
を
伺
う
。

①�

上
下
分
離
方
式
に
よ
る
県
と
自

治
体
の
裁
量
権
に
つ
い
て

②�

10
月
１
日
只
見
線
開
通
に
伴
う

町
の
対
応
に
つ
い
て

③�

「
マ
イ
レ
ー
ル
」
と
し
て
の
意

識
の
醸
成
に
つ
い
て

④�

只
見
線
開
通
と
地
域
振
興
に
つ

い
て

A
（
町
長
） 

①
令
和
３
年
12

月
21
日
、
只
見
線
（
会
津

川
口
・
只
見
間
）
の
鉄
道
施
設
等

の
維
持
管
理
に
関
す
る
覚
書
を
、

県
と
会
津
17
市
町
村
と
で
締
結
し

た
。
鉄
道
施
設
に
つ
い
て
は
県
が

保
有
し
、
維
持
管
理
に
生
じ
る
運

営
費
は
一
定
割
合
で
県
と
会
津
17

市
町
村
が
負
担
を
し
て
い
く
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
町
単
独
の
裁
量

権
は
有
し
て
い
な
い
が
、
年
間
約

４
５
０
万
円
程
の
運
営
費
を
負
担

す
る
た
め
、
17
市
町
村
と
連
携
し

県
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
意
見
や
要
望

等
を
し
て
い
き
た
い
。

②
10
月
１
日
、
特
別
列
車
が
会
津

若
松
駅
か
ら
只
見
駅
ま
で
運
行
さ

れ
る
た
め
、
会
津
柳
津
駅
で
は
、

町
内
の
商
工
観
光
団
体
の
協
力
に

よ
り
手
旗
、
横
断
幕
な
ど
で
お
迎

え
し
、「
あ
い
づ
や
な
い
づ
モ
ダ

ン
駅
フ
ェ
ス
」
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
の
利
用
者
増
加
や

地
域
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。

③
現
在
、
路
線
経
営
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
只
見
線
で
、
ど
の
よ
う

に
利
用
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
か

を
地
域
全
体
で
考
え
、
子
ど
も
た

ち
が
只
見
線
の
歴
史
や
現
状
を
知

る
こ
と
で
地
元
へ
の
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
外
国
人
観
光
客
が
増

え
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ら
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
関
心
が

高
ま
る
。「
マ
イ
レ
ー
ル
」
と
し

て
の
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
利
用
者
増
加
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

④
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ど
の
多
く
の
方

を
呼
び
寄
せ
、
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
地
域
振
興
に
結
び

つ
く
。
只
見
線
利
活
用
計
画
検
討

会
議
で
、
開
通
後
の
利
活
用
計
画

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
利
活
用

計
画
に
基
づ
い
た
町
の
事
業
も
考

案
し
、
只
見
線
の
利
用
増
加
や
観

光
客
増
加
を
図
り
、
地
域
振
興
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Q
柳
津
駅
舎
の
整
備
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
会
津

柳
津
駅
舎
を
無
償
で
Ｊ
Ｒ

か
ら
譲
渡
予
定
で
あ
り
、
整
備
の

た
め
の
準
備
を
始
め
て
い
る
。
実

施
設
計
の
業
者
を
選
定
し
、
現
在
、

設
計
を
進
め
て
い
る
。

Q
只
見
線
に
つ
い
て
は
、
教

育
路
線
と
し
て
の
活
用
も

上
げ
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
教
育
長
） 

遠
足
で
は
只

見
方
面
へ
実
際
に
乗
車
し

て
い
る
。
可
能
な
範
囲
で
活
用
す

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

若
松
方
面
に
関
し
て
も
、
遠
足
等

の
校
外
学
習
な
ど
で
活
用
し
、
子

ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

Q
産
業
路
線
と
し
て
の
活
用

は
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な

が
っ
て
く
る
と
思
う
が
町
の
考
え

を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
過
去

に
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
県
、
Ｊ
Ｒ
と
が
協
議
し
、
空

い
た
座
席
で
荷
物
を
運
べ
な
い
か

実
証
実
験
を
し
た
。
そ
の
結
果
は

ま
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
荷
物

の
運
搬
や
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

と
し
て
の
活
用
と
い
う
話
も
出
て

い
る
。
今
後
、
十
分
に
協
議
し
て

い
き
た
い
。

Q
不
採
算
路
線
で
最
も
悩
ま

し
い
の
は
、
利
用
し
な
い

住
民
、
路
線
か
ら
離
れ
て
只
見
線

と
触
れ
合
わ
な
い
住
民
、
利
用
し

た
い
が
で
き
な
い
住
民
。
こ
の

方
々
に
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
駅
舎

整
備
や
ツ
ア
ー
な
ど
の
環

境
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
併
せ
て
、
只
見
線
を
知
っ
て

頂
き
、
乗
っ
て
も
ら
う
た
め
の
努

力
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
近
隣

町
村
と
の
連
携
も
図
っ
て
い
き
た

い
。Q

町
の
只
見
線
へ
の
Ｐ
Ｒ
が

希
薄
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ

れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
の
成
果
、
今
後
の

具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
只
見

線
の
町
で
の
Ｐ
Ｒ
は
出
来

て
い
な
か
っ
た
。
今
後
、
町
に
譲

渡
さ
れ
る
会
津
柳
津
駅
舎
を
中
心

に
、
町
の
観
光
と
併
せ
、
只
見
線
、

自
然
公
園
、
国
定
公
園
も
含
め
た

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

７番　伊藤昭一議員
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一 般 質 問

○自治体ＤＸと
町民生活向上の相関性について

Q
令
和
４
年
１
月
21
日
、
会

津
地
域
13
市
町
村
と
県
会

津
管
内
出
先
機
関
に
よ
る
「
人
生

１
０
０
年
時
代
会
津
地
域
自
治
体

広
域
連
携
指
針
」
が
発
表
さ
れ
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
自
治

体
運
営
が
会
津
で
も
主
流
に
な
っ

て
く
る
と
予
感
し
て
い
る
。
町
は

最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者
を
招
聘
し
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�
町
が
Ｄ
Ｘ
で
解
決
し
た
い
地
域

課
題
は
何
か
。

②�

「
広
域
連
携
指
針
」
の
要
旨
と

会
津
地
域
課
題
解
決
連
携
推
進

会
議
の
組
織
概
要
及
び
現
段
階

ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
。

③�

町
が
現
在
ま
で
に
実
施
し
た
Ｄ

Ｘ
関
連
事
業
及
び
今
後
の
プ
ラ

ン
、
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
。

A
（
町
長
） 

①
藤
井
最
高
デ

ジ
タ
ル
責
任
者
を
中
心
に

各
課
の
現
状
を
把
握
し
、
デ
ジ
タ

ル
活
用
で
解
決
す
べ
き
課
題
を
探

っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

②
会
津
地
域
の
方
が
、
人
生
１
０

０
年
時
代
を
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
実
現
す
る
た
め
、
事
務
事
業

の
効
率
化
や
標
準
化
、
課
題
解
決

を
広
域
連
携
で
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
会
津
地
域
課
題
解
決
連

携
推
進
会
議
は
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
が
著
し
い
会
津
地
区
で
市

町
村
、
民
間
組
織
、
県
等
が
連
携

し
て
課
題
解
決
を
図
る
た
め
、
会

津
地
方
振
興
局
長
を
座
長
と
し
て

組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
段

階
で
は
移
住
・
定
住
の
促
進
、
会

津
の
魅
力
発
信
、
鳥
獣
被
害
対
策
、

デ
ジ
タ
ル
変
革
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

③
令
和
２
年
度
に
業
務
量
調
査
を

行
い
、
効
率
的
な
業
務
執
行
を
目

指
し
、
リ
モ
ー
ト
会
議
等
の
推
進
、

職
員
研
修
、
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の

導
入
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等
に

取
り
組
ん
だ
。
議
員
、
課
長
に
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
付
し
、
操
作
研

修
を
実
施
し
た
。
町
民
に
は
、
ス

マ
ホ
教
室
を
開
催
し
て
デ
ジ
タ
ル

へ
の
理
解
を
図
っ
て
い
る
。

Q
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者
な

く
し
て
は
、
町
の
自
治
体

Ｄ
Ｘ
は
成
し
得
な
い
と
思
う
が
、

藤
井
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者
の
来

年
度
の
去
就
に
つ
い
て
、
現
段
階

で
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
） 

藤
井
最
高
デ
ジ

タ
ル
責
任
者
に
は
深
い
信

頼
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
町

の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
策
定
し
て
い

く
が
、
策
定
後
も
最
高
デ
ジ
タ
ル

責
任
者
の
立
場
で
町
と
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

Q
会
津
地
方
の
慢
性
的
な
課

題
の
中
で
、
Ｄ
Ｘ
で
取
り

組
む
べ
き
も
の
に
、
医
療
や
地
域

経
済
が
あ
る
。
町
で
取
り
組
め
る

も
の
を
他
自
治
体
の
実
例
を
含
め

て
伺
う
。

A
（
町
民
課
長
） 

全
国
的
に

み
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
実
証
実
験
が
実
施
さ
れ
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
。
県
内
で
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
医
療
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
、
再
診
察
の
患
者
へ

の
電
話
診
察
等
を
実
施
す
る
医
療

機
関
が
あ
る
。
医
療
を
受
け
る
町

民
、
ま
た
医
療
を
提
供
す
る
医
療

機
関
と
の
相
互
関
係
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
の
活
用
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
商
工

会
で
発
売
し
て
い
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
今
年
度
で
一
時

終
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

商
店
街
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
準
備
を
始
め
て
い
る
。
近
隣

市
町
村
で
は
、
既
存
の
電
子
マ
ネ

ー
と
連
携
し
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
や

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
参
考
に
し
な
が
ら
、
町

と
し
て
も
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

Q
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
柳

津
町
と
思
わ
れ
る
独
自
の

取
組
や
姿
勢
が
、
今
ま
で
以
上
に

必
要
不
可
欠
に
な
る
と
思
う
が
、

Ｄ
Ｘ
を
通
じ
て
、
ど
う
醸
成
し
、

ど
う
構
築
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
町

が
目
指
す
こ
と
は
、
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
便
利
に
な
り
、

満
足
し
、
住
み
や
す
く
な
る
こ
と

で
あ
る
。
若
い
方
や
高
齢
の
方
が

何
を
望
み
、
何
に
困
り
、
何
を
解

消
す
れ
ば
解
決
で
き
る
の
か
、
一

つ
一
つ
実
証
を
重
ね
、
ク
リ
ア
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
段
階
で
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す

れ
ば
解
消
で
き
る
と
い
う
状
況
で

あ
れ
ば
、
活
用
し
て
い
く
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
今
後
、
広
域
的
に
取
り
組
ん

で
成
果
が
得
ら
れ
る
事
業
に
つ
い

て
は
広
域
で
、
町
独
自
の
課
題
と

し
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
き
に
は
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い

く
と
い
う
姿

勢
で
、
町
に

合
っ
た
デ
ジ

タ
ル
の
導
入

を
進
め
て
い

き
た
い
。

６番　松村　亮議員
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議 会 活 動

議　会　の　動　き
令和４年第３回柳津町議会定例会・諸般の報告（令和４年第２回定例会以降）
日　付 内　　　　　　　　　容

６月１１日 会津の未来を考える会に議長出席（会津若松市）

６月２０日 第48回出雲崎町ほう賞式に議長出席
（出雲崎町合併65周年、柳津町との姉妹都市提携35周年記念式典）

６月２２日 岸田総裁会津若松街頭演説会に議長出席（会津若松市）

６月２８日 奥会津五町村議会議長行政視察に議長出席（金山町）

６月３０日 町村議会広報研修会に広報常任委員会３名出席（福島市）

７月　１日 社会を明るくする運動に総務文教常任委員長および副委員長出席（会津柳津駅）

７月　２日 金子総務大臣緊急要望会に議長出席（会津若松市）
星北斗氏個人演説会に議長出席（会津若松市）

７月　５日 特定地域づくり事業組合設立総会に副議長出席（三島町）

７月　６日 令和４年第２回柳津町臨時会、議会運営委員会、議会全員協議会

７月　７日 ラッキー公園オープニングセレモニーに議長出席（道の駅）

７月　８日 両沼地方町村議会議員交流事業（講演会）に議員出席（町民センター）

７月１２日 広域市町村圏整備組合議会行政調査（～１４日）に広域議員出席（埼玉県・栃木県方面）
中学生議会に議長、副議長、総務文教常任委員長出席

７月１７日 鈴木力氏瑞宝単光章受章祝賀会に議員出席（町民センター）

８月　４日 両沼議長会研修（～５日）に議長出席（宮城県方面）

８月１０日 会津地域自然環境魅力発信パネル展オープニングセレモニーに議長出席（道の駅）
霊まつりご祈祷・大法要・稚児行列に議長出席（圓藏寺）

８月１５日 成人式（二十歳の集い）に議長、副議長、総務文教常任委員長出席（ふれあい館）

８月１６日 広域市町村圏整備組合８月定例会（～２４日）に広域議員出席（会津若松市）

８月１９日 議会全員協議会

８月２２日～
８月２３日 両沼町村議会正副議長・事務局長研修会に議長、副議長、議会事務局長出席（福島市）

８月３１日 議会運営委員会
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内子町　歴まち計画の町並み

四国高知県・愛媛県方面
アウトドア関連・歴史的風致維持向上計画事業の先進的な地域の視察を実施

今年度は主に四国地方を中心に議会行政視察を実施しました。高知県本山町では「モンベルアウトドアヴィレ
ッジ本山」を視察しました。柳津町では本年３月に（株）モンベル社と「包括連携協定」を締結し、今後自然を
活かした町づくり等への提案などを受けることになっています。研修では施設の概要、地域活性化の取り組みな
ど、大変興味の持てる説明を聞くことができました。次に、「歴史的風致維持向上計画（歴まち計画）」の先進地
であります愛媛県内子町を視察しました。歴史的な建物や伝統文化を取り入れたまち並みづくりのため町民や民
間業者へ理解、協力を得るため職員の熱意に刺激を受けました。当町での取り組みに大いに参考となる研修であ
りました。

令和４年度　令和４年度　議会行政視察議会行政視察
行 政 視 察

〔１０月２６日（水）～１０月２８日（金）〕

モンベル アウトドア ヴィレッジ 本山店（高知県）

内子町　［歴まち計画］　（愛媛県）

レストランは開放的で「まき」や「ピザ窯」等アウトドア感が
感じられました。

本山町町部局、町議会、モンベル本山店店長より説明を受けました。

内
子
座
（
重
要
文
化
財
）

店内の様子

※�次回の議会だよりでは常任委員会の視察研修に
ついて掲載を予定しています。

コテージの外観コテージの外観



活 動 報 告

議　員　活　動　報　告

９月１３日

10月24日

タブレット（ｉ-Ｐａｄ）操作研修会

町 村 議 会 議 員 研 修 会

９月１３日（火）役場大会議室において、議員を対象としたタブレット（ｉ-Ｐａｄ）の操作研
修会を開催しました。ＤＸ活用に向けて今後、町議会でもタブレット（ｉ-Ｐａｄ）の導入を進め
ていきます。

１０月２４日（月）郡山市ビッグパレットふくしまにおいて、県議長会主催による町村議会議員
研修会が開催されました。
東北大学情報科学研究科准教授の河村和徳氏の講演では「議会改革・地方自治関係について」と
題し、地方自治の問題点と議会改革の必要性について解説されました。
次に政治ジャーナリストの細川隆三氏においては「日本の政治の行方～ズバリ解説！政局の焦
点」と題し、現在の日本の問題点を鋭く掘り下げた講演内容でありました。

13

配布されたタブレット
（i-Pad）
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や
な

い
づ

議
会

だ
よ

り

　
10
月
1
日
、
い
よ
い
よ
Ｊ
Ｒ
只

見
線
が
再
開
通
し
、
当
日
は
式
典

や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
鉄
道
写
真
の

展
示
会
等
が
行
わ
れ
、
沿
線
住
民
、
全
て

の
人
が
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
を

第
一
歩
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
も
、
議

会
・
町
、
す
べ
て
が
納
得
の
い
く
前
進
を

し
て
い
く
こ
と
が
、
も
っ
と
も
大
事
な
事

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
再
開
通
に
向
け
て
の
準
備
の
中
、
定
例

会
や
全
員
協
議
会
で
質
疑
さ
れ
た
内
容
は
、

大
変
重
要
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
す
べ

て
を
町
民
に
説
明
し
た
う
え
で
、
理
解
し

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
Ｊ

Ｒ
只
見
線
の
再
開
通
以
外
に
も
、
多
く
の

事
業
が
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
進

攻
の
影
響
な
ど
で
、
燃
料
費
や
物
価
の
高

騰
な
ど
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、「
町
民
の
声
を
第
一
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
議
会
の
使
命
だ
」
と
思

っ
て
進
ん
で
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

�

（
荒
明
正
一
）

ちょっと
一言

《１２月７日　午前１０時開会》

・新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、
傍聴席は通常の３分の１となります。

・アルコール消毒、マスクの着用をお願いし
ます。
・西山支所、ふれあい館ではテレビ傍聴がで
きます

初日は、町政に対し議員が一般質問を行い
ます。
また、第４回定例会は「赤べこ議会」です。
全員が真っ赤な「赤べこのはっぴ」を着用し
て「赤べこ発祥の地」をＰＲします。赤べこ
伝説にあやかり、新型コロナウイルス感染症
の早期終息を祈願し、町民に福を運ぶ議会に
したいと思います。

議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ
　一般質問の映像を、町のホームページから
視聴することができます。

柳津町

ホームページ
柳津町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、
見ることができます！

第４回
定例会

定　期　監　査
１０月２１日（金）～１１月７日（月）ま
での７日間、令和４年度上半期における監査
を実施し、財務会計に不備等がないか、また、
事業の進捗状況等について確認をしました。

◇定期監査とは
監査委員が、財務に関する事務の執行、経営に係
る事業の管理について、毎会計年度１回以上、期
日を定めて監査を行うこと。

12月7日(水)
～12月9日(金)

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
新
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田
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